
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進め！ドクター大竹の会 
                会報 第 10号 2016年 11月 18日発行 

  発行 
 

2016/11/13（日）「渋谷てつかずさんを囲む会」開催 
--青森市長選挙 「市民が主人公の青森市政を」 

 

↑ 会場の様子 

 

↑ 決意を表明する渋谷てつかず氏 

 

 ↑ 参加者の意見を聴く大竹進氏 

＜内部資料＞発行／進め！ドクター大竹の会 

渋谷てつかずさんを自主的に応援 

 

「進め！ドクター大竹の会」公式ホームページ：http://susume-dr-otake.jp    ＜2016年会費納入のお願い＞ 

大竹進 公式ホームページ：http://otake-susumu.jp       郵便振替口座 02260-9-115810 

                              年会費 1000円 

 

 11月 13日（日）青森市のリンクモア平安閣市民ホール（青

森市民ホール）にて、「渋谷てつかずさんを囲む会」（主催：「進

め！ドクター大竹の会」）が開催されました。会場にはおよそ

40人の市民が集まりました。 

最初に、今村修さんより今回の青森市長選の背景と渋谷てつ

かずさんのご紹介があり、古村一雄事務局長より「来る青森市

長選挙では、『進め！ドクター大竹の会』としては 渋谷てつ

かずさんを応援するので、今日は渋谷さんに大いに質問や意見

を出して、意見交換を行ってほしい」という挨拶がありました。

また、大竹進氏より「市長選といっても、やはり『青森の自衛

隊を南スーダンには送らない。戦争法には反対する』という立

場を貫いて欲しいし、市民の生活に直結する TPPにはきちんと

反対を表明してほしい」という要望が出されました。 

その後、渋谷さんより、「様々困難な問題が山積みだが、市

民の声が届く青森市政を実現したい」という決意表明がありま

した。会場からは、「青森市中心街の問題」「浪岡地区の問題」

「原発核燃に対する見解」「いじめや教育問題」「第三セクター

の青森駅前ビルアウガの赤字問題」「高齢化と年金削減問題」

など多数の質問、意見や要望が出されました。渋谷さんはひと

つひとつに誠実に答え、「自分が市長になった暁には市民の声

を聴き、市政に反映していくと述べました。また、会場からは

「中央の官僚をただ連れてきて青森市長に据えようなどとい

う自民党の候補に青森市長を任せるわけには行かない」という

強い思いも語られました。 

最後に大竹進氏の音頭で「GO!GO!しぶたに」コールを参加者

全員で三唱しました。青森市長選は 11 月 20 日告示、11 月 27

日投開票です。青森市民は投票に行きましょう。また、青森市

に知り合いのいる方は是非とも棄権防止の呼びかけをお願い

いたします。 

http://susume-dr-otake.jp/
http://otake-susumu.jp/


 

2016 年 11 月 6 日、神戸市のあすてっぷ KOBE で、原発ゼロ

への道 第 3 回脱原発兵庫フォーラム「まず、もんじゅ廃炉

から とりかかろう！」が開催され、約 160名の参加で、大竹

進氏も講演を行いました。 

このフォーラムは、兵庫県内で脱原発運動を行っている 6つ

の団体によって企画されました。まず原子力資料情報室の伴

英幸さんによる「もんじゅは廃炉しかない」と題する講演があ

り、続いて大竹進氏が「青森県から核燃サイクルを止める」と

題する講演を行い、青森県内の核施設の問題や青森県の紹介

を行いました。その後、「進め！ドクター大竹の会」広報担当

の遠藤順子氏が「再処理とトリチウム」に関する報告と次期青

森県知事選への協力を訴えました。また、元美浜町議の松下照

幸さんより「美浜から廃炉の時代を切り開く」と題する報告も

ありました。質疑応答では、「次期青森県知事には必ず大竹進

さんに当選してほしい」という意見も出されました。 

 

 ↑ 講演する大竹進氏     

第 3回脱原発兵庫フォーラムにて 

大竹進氏 講演 
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青森県を変えよう！大竹さんと進む私たちの会 

（略称「進め！ドクター大竹の会」） 

住所：〒038-1306 青森市浪岡福田 2丁目 13-8 

Tel.0172-62-3300    FAX：0172-69-1106 

E-mail:susume.dr.otake@gmail.com 
 

大竹進と「進め！ドクター大竹の会」の活動報告 

             ↓ 会場の様子 

  

2016年反核燃 秋の共同行動 集会＆デモ 

 

↑挨拶する大竹進氏  ↓デモに参加 

 

 11月 13日（日）青森市のリンクモア平安閣市民ホールや青森駅前公園

などで、「2016年反核燃 秋の共同行動」と題して集会＆デモ、産地直送

販売、講演会などが開催され、「なくそう原発・核燃、あおもりネットワ

ーク」共同代表の大竹進氏も参加しました。 

 集会では、核燃サイクル阻止 1 万人訴訟原告団の山田清彦事務局長の

基調報告、原子力資料情報室の澤井正子さんの講演があり、また、青森県

内各地や函館市からの報告もありました。大竹進氏は、青森と全国の運

動の連携などについて発言しました。集会の終わりには、「再処理工場と

中間貯蔵施設の廃止、原発廃炉などにかかる費用の国民負担に反対する」

集会アピールを採択しました。 

青森駅周辺のデモ行進後に、ウエブサイト「核情報」主幹の田窪雅文さん

の「日米原子力協定と六ケ所再処理工場」と題する講演がありました。青

森駅前公園で同時開催された反核燃産地直売会は、りんごや長芋、リン

ゴジュースなどが大変好評でした。 


